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球
近
く
の
雹
が
降
り
、
農
作
物

て
い
き
ま
す
。

農 ゆゆ
うう
政副委員長に就任
元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

新
た
な
決
意

４
月
に
執
行
さ
れ
た
北
海
道

議
会
議
員
選
挙
で
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
賜
り
、
再

び
道
議
会
で
の
活
動
の
場
を
与

え
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
民
主
党
の
精
神
で
あ

る
『
国
民
の
生
活
が
第
一
』
を

大
切
に
し
な
が
ら
、『
地
域
で
頑

張
る
人
が
報
わ
れ
る
政
治
』
を

目
指
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
る
決
意
で
す
。

ま
た
、
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く

の
皆
さ
ん
が
犠
牲
と
な
り
、
心

か
ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
大
震
災
で
は
、
か
っ

て
私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
地
震
や
津
波
、
原
発
事
故

な
ど
、
多
く
の
教
訓
と
課
題
を

突
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方

な
ど
を
含
め
、
更
な
る
議
論
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
議
会
議
員

北
口
雄
幸

一
次
産
業
を

担
当

２
期
目
の
北
口
道
議
は
、
農

政
委
員
会
に
所
属
し
副
委
員
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
超
党
派
の
農
政
議
員

連
盟
及
び
林
業
活
性
化
議
員
連

盟
の
役
員
も
引
き
続
き
担
い
、

民
主
党
北
海
道
で
は
、
農
林
水

産
局
長
を
担
当
す
る
な
ど
、
第

一
次
産
業
で
地
域
振
興
を
果
た

す
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
す

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

降
雹
被
害
調
査

６
月
10

日
か
ら
11

日
に
か

け
、
網
走
管
内
で
は
ピ
ン
ポ
ン

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。こ

の
報
告
を
受
け
北
口
道
議

は
、
農
政
副
委
員
長
と
し
て
早

期
の
降
雹
被
害
調
査
を
提
言
、

６
月
20
日
に
農
政
委
員
会
と
し

て
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
移
植
を
終
え
た

ビ
ー
ト
や
玉
葱
な
ど
４
５
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
被
害
が

報
告
さ
れ
、
農
家
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
共
済
制
度
や
基
盤
整
備

の
充
実
、
廃
耕
時
の
緑
肥
等
へ

の
種
子
の
支
援
を
求
め
る
声
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

今
後
、
道
や
国
に
対
し
、
被

害
対
策
と
制
度
の
充
実
を
求
め

民主党北海道では農林水産局長も担当 ここ
うう
便便
りり
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農政副委員長として降 雹
こうひょう

被害を調査
（6 月 20 日、北見市にて）
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

防
災
体
制
の

見
直
し
を

今
回
の
議
会
で
は
、
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
や
、
こ
れ

に
伴
う
東
電
福
島
原
発
で
の
事

故
を
踏
ま
え
た
対
策
が
論
議
の

大
き
な
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。

大
規
模
地
震
や
津
波
へ
の
備

え
、
さ
ら
に
は
北
電
泊
原
発
や

津
軽
海
峡
を
は
さ
ん
だ
電
源
開

発
大
間
原
発
を
抱
え
る
北
海
道

と
し
て
の
原
子
力
発
電
へ
の
対

応
、
原
発
依
存
型
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
か
ら
の
転
換
な
ど
が
論

議
さ
れ
ま
し
た
が
、
知
事
は
、

「
国
の
対
応
を
見
極
め
る
」
と

の
答
弁
に
終
始
し
、
防
災
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
で
、
本
道
の
特

性
を
踏
ま
え
て
の
対
応
は
示
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
事
故
に

無
責
任
！

会
期
直
前
に
は
、北
海
道
エ
ア

シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
）
や
Ｊ
Ｒ

北
海
道
で
、
あ
わ
や
大
惨
事
と

い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
、
特

に
Ｈ
Ａ
Ｃ
は
、
道
が
主
体
と
な

っ
て
の
経
営
支
援
が
開
始
さ
れ

た
ば
か
り
で
あ
り
、
３
機
の
機

材
を
フ
ル
稼
働
す
る
運
航
体
制

な
ど
に
つ
い
て
、
安
全
確
保
の

視
点
で
論
議
し
ま
し
た
が
、
知

事
は
、
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
に
求
め
て
い

く
」
と
の
答
弁
を
重
ね
る
ば
か

り
で
し
た
。

増
え

続
け
る

道
の

借
金

提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、

高
橋
知
事
３
期
目
最
初
の
政
策

予
算
で
す
が
、
財
政
状
況
の
悪

化
が
一
段
と
進
ん
だ
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
道
は
、
国
の
臨
時

財
政
対
策
債
で
借
金
が
増
え
た

と
強
弁
す
る
も
の
の
、
そ
の
臨

時
財
政
対
策
債
や
国
の
各
種
の

経
済
対
策
基
金
で
、
収
支
の
つ

じ
つ
ま
を
合
わ
せ
て
き
た
実
態

に
あ
り
ま
す
。
経
済
対
策
基
金

は
底
を
つ
き
か
け
て
お
り
、
道

税
収
入
は
確
実
に
悪
化
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
地
方
交
付
税

も
今
後
の
見
通
し
は
極
め
て
厳

し
い
現
状
で
す
。

「
財
政
立
直
し
プ
ラ
ン
」で
今

年
度
限
り
と
し
て
い
る
職
員
人

件
費
カ
ッ
ト
の
復
元
へ
の
収
支

対
策
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
財

源
見
通
し
が
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
状
況
の
中
で
、
予
算
案
で

は
、
札
医
大
整
備
な
ど
の
大
型

事
業
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
多
く
の
知
事
公
約

事
業
が
予
算
化
さ
れ
た
も
の
の
、

検
討
費
だ
け
の
よ
う
な
事
業
が

並
び
、
実
現
性
へ
の
疑
問
や
道

民
や
地
域
に
丸
投
げ
さ
れ
か
ね

な
い
懸
念
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

予
算
確
保
に

懸
念

加
え
て
、
東
日
本
大
震
災
、

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、
国

の
予
算
の
東
北
へ
の
集
中
、
さ

ら
に
は
、
大
震
災
、
原
発
事
故

を
踏
ま
え
た
道
予
算
の
防
災
対

策
へ
の
集
中
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
な
ど
、
今
後
の
道
財
政
を
取

り
巻
く
状
況
は
よ
り
困
難
に
な

る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
今
後

の
道
の
行
財
政
運
営
を
し
っ
か

り
と
論
議
し
て
い
き
ま
す
。

２
７
７
億
円
の

補
正

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
補
正

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
２
，

７
６
０
億
７
，
５
０
０
万
円
、

特
別
会
計
１
０
億
８
，
７
０
０

万
円
の
合
計
２
，
７
７
１
億
６
，

２
０
０
万
円
。
こ
れ
に
よ
り
、

平
成
23
年
度
の
道
予
算
は
、
一

般
会
計
２
兆
７
，
９
５
６
億
２
，

２
０
０
万
円
、
特
別
会
計
５
，

８
５
０
億
２
，
４
０
０
万
円
の

合
計
３
兆
３
，
８
０
６
億
４
，

６
０
０
万
円
の
規
模
と
な
り
ま

し
た
。採

択
さ
れ
た

意
見
書

●
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対

策
の
強
化
等
を
求
め
る
意
見
書

●
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
及
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
求
め
る
意
見
書
●
地
方

財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
●
母
子
家
庭
自
立
対
策

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
●
地

方
消
費
者
行
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
●
地
方
に
お

け
る
公
共
事
業
の
執
行
に
必
要

な
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を

行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

●
米
の
先
物
取
引
試
験
上
場
の

認
可
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

●
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
会
社
の
経

営
安
定
化
に
関
す
る
意
見
書
●

軽
油
引
取
税
等
に
関
す
る
意
見

書
●
義
務
教
育
の
機
会
均
等
の

確
保
と
教
育
予
算
の
確
保
・
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
●
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
積
極

的
な
展
開
に
関
す
る
意
見
書
●

道
路
の
整
備
に
関
す
る
意
見
書

第
二
回
定
例
道
議
会
報
告
（
６
月
14
日
～
７
月
８
日
）

予算分科委員長として補正予算を審査
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元気な郷土（ふるさと）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
１
月
～
６
月
）

恒例となる新春市政道政国政街頭報告会（1 月 2 日）新春の集いで道政報告（1 月 9 日）

川西老人クラブ 40 周年記念式典（2 月 10 日）こだわりの炭をつくる中川町の高村社長（3月16日）

無投票当選でダルマに V2（4 月 1 日）アジア・アフリカ救援米の田植え（5 月 27 日）

当麻土地改良区池沢理事長から要請（6 月 3 日）

下

北海道政策研究会で美深町を視察（5 月 31 日）

初めて開催された士別ビートまつり（6 月 26 日）
創造宣言！

川山岳会主催のピヤシリ山登山会（4 月 30 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。（
１
月
～
６
月
分
）

◆
１
月
28
日【
中
富
良
野
町
商
工

会
50
周
年
】
▼
中
富
良
野
町
商

工
会
（
前
野
仁
志
会
長
）
は
、

昭
和
35
年
の
商
工
会
法
の
成
立

と
と
も
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で

50
周
年
を
迎
え
た
▼
今
日
の
式

典
に
は
、
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、

歴
代
役
員
、
町
内
や
管
内
の
商

工
会
長
も
駆
け
つ
け
、
盛
会
に

開
催
さ
れ
た
▼
冒
頭
、
前
野
会

長
は
、「
商
工
会
は
、
商
工
業
及

び
地
域
経
済
の
発
展
に
努
力
し

て
き
た
。
し
か
し
近
年
、
拓
銀

の
破
た
ん
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
で
厳
し
い
経
済
状
況
だ
。
農

商
工
連
携
や
自
衛
隊
と
の
か
か

わ
り
を
強
化
し
、
地
域
貢
献
を

更
な
る
も
の
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
挨
拶
を

さ
れ
た
▼
そ
の
後
、
私
に
も
挨

拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
、「
組
織

の
維
持
は
、
駅
伝
と
同
じ
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
厳
し
い
時
を
必
死
に

耐
え
、
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
い

く
。
そ
れ
が
50
年
と
い
う
歴
史

の
重
み
だ
。
そ
の
重
み
を
か
み

し
め
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

欲
し
い
」
と
お
話
し
さ
せ
て
も

ら
っ
た
▼
祝
賀
会
で
は
、
町
内

の
有
志
に
よ
る
混
声
合
唱
団
の

歌
も
披
露
さ
れ
、
地
元
の
米
や

ブ
ド
ウ
で
作
っ
た
酒
、
ワ
イ
ン

を
い
た
だ
き
、
50
年
の
歴
史
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
２
月
14
日
【
道
農
連
定
期
総

会
】
▼
今
年
で
38
回
目
と
な
る

北
海
道
農
民
連
盟
（
山
田
富
士

雄
執
行
委
員
長
）
の
定
期
総
会

は
、
ま
さ
し
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
一
色
の

総
会
と
な
っ
た
▼
冒
頭
、
山
田

委
員
長
も
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
、
農

業
を
は
じ
め
24
の
分
野
の
課
題

が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
し
っ
か
り

検
証
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
農

民
一
揆
が
必
要
だ
。」
と
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
反
対
に
強
い
決
意
を
示
し
、

「
戦
後
、
農
連
は
農
民
生
活
の

向
上
を
政
治
的
に
解
決
を
図
る

目
的
で
設
立
さ
れ
た
。
今
ま
さ

に
原
点
に
立
ち
返
り
、
農
民
運

動
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
、

農
連
運
動
へ
の
結
束
を
呼
び
か

け
た
▼
そ
の
後
、『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対

な
ど
国
際
自
由
貿
易
交
渉
に
関

す
る
特
別
決
議
』
を
全
会
一
致

で
採
択
し
、
各
政
党
代
表
の
挨

拶
や
国
会
議
員
の
挨
拶
も
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

の
総
会
と
な
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
３
月
21
日
【
甜
菜
の
播
種
作

業
】
▼
今
日
は
、
朝
日
地
域
を

訪
問
し
、
地
域
課
題
や
農
業
政

策
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
。
甜
菜

の
播
種
作
業
を
視
察
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
▼
甜
菜
栽
培
は
、
３

月
下
旬
の
播
種
作
業
か
ら
始
ま

る
。
雪
を
融
か
し
た
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
に

甜
菜
の
種
を
播
き
、
２
ヶ
月
間

ハ
ウ
ス
で
育
苗
し
、
５
月
下
旬

に
畑
に
移
植
す
る
。
10
月
下
旬

か
ら
11
月
上
旬
に
は
大
き
な
テ

ン
サ
イ
ダ
イ
コ
ン
に
成
長
、
砂

糖
の
原
料
に
な
る
の
で
あ
る
▼

朝
日
町
で
は
、
JA
北
ひ
び
き
朝

日
基
幹
支
所
が
共
同
で
播
種
作

業
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
朝

日
町
登
和
里
の
多
羽
田
竜
也
さ

ん
の
お
宅
で
は
、
約
３
㌶
に
作

付
け
す
る
甜
菜
の
播
種
作
業
を

家
族
総
出
で
行
い
、
１
年
生
の

な
つ
き
ち
ゃ
ん
と
３
歳
の
妹
も

土
掛
け
の
仕
事

た
▼
こ
こ
数
年

け
は
減
少
し
て

日
の
予
算
特
別

し
、
産
地
資
金

弁
を
引
き
出
し

な
取
り
組
み
に

そ
、
甜
菜
の
作

こ
と
を
願
っ
て
い

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita

g
u
c
h
i.n

e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
３
月
11
日
に

本
大
震
災
か
ら

し
た
◆
今
回
の
大

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

え
、
10
ｍ
を
超

全
と
言
わ
れ
た

の
事
故
、
そ
し
て

評
被
害
が
甚
大

今
回
の
災
害
を

ち
づ
く
り
を
進

れ
ば
な
ら
な
い
。

ど
と
言
う
言
葉

け
な
い
の
だ
。
住

心
を
守
る
た
め
に

こ
と
を
日
常
的
に

50 周年記念式典で挨拶

道農連総会で挨拶する山田委員長

子どもたちも手伝う播種作業
を
と
る
必
要
が
あ

政
の
仕
事
な
の
だ

ネ
ル
ギ
ー
も
、
よ

可
能
エ
ネ
ル
ギ

向
け
、
北
海
道
が

た
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
る
。
道
民
は

っ
て
い
る
と
思
う

元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

を
手
伝
っ
て
い

、
甜
菜
の
作
付

お
り
、
私
も
先

委
員
会
で
質
問

を
活
用
す
る
答

た
。
こ
の
よ
う

よ
り
、
今
年
こ

付
け
が
増
え
る

る
。

発
生
し
た
東
日

４
ヶ
月
が
経
過

災
害
で
は
、
マ

９
の
地
震
に
加

え
る
津
波
、
安

原
子
力
発
電
所

言
わ
れ
な
き
風

だ
◆
私
た
ち
は

教
訓
に
し
た
ま

め
て
い
か
な
け

「
想
定
外
」
な

は
使
っ
て
は
い

民
の
安
全
・
安

は
、
あ
ら
ゆ
る

想
定
し
、
対
策

る
。
そ
れ
が
行

◆
そ
し
て
、
エ

り
安
全
な
再
生

ー
の
利
活
用
に

し
っ
か
り
と
し

を
発
す
る
必
要

そ
の
言
葉
を
待

の
だ
が
…
。

（
ゆ
う
こ
う
）


